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研究概要:
・優環境型の機能性無機顔料の合成研究

これまで用いられてきた無機顔料には、毒性を示す元素（鉛、
水銀、カドミウム、六価クロムなど）が含まれています。
これに対し、組成や結晶構造を制御することによって、無害な
元素だけで鮮やかな色を呈する新規な優環境型無機顔料の開発を
行っています。さらに、着色以外の特性を備えた遮熱顔料、蛍光
顔料、紫外線遮断顔料の開発も行っています。

新しい優環境型の黄色顔料として、ジル
コン酸ビスマスやアルカリ土類・希土類
系ペロブスカイト酸化物を合成しました。
これらの顔料は既存の顔料に匹敵する鮮
やかな黄色を呈することから、高い評価
を受けています。
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また、淡黄色を呈する単斜晶の酸化ビス
マスにタンタルを固溶し、結晶構造を正
方晶に変化させることにより、新しい優
環境型の橙色顔料を合成しました。これ
は組成と結晶構造の制御により、調色が
可能であることを明らかにした顔料とし
て注目されています。
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コバルトを発色源とする新しいケイ酸塩系の青紫色化合物を
合成し、既存の顔料を大幅に凌ぐ色鮮やかさを実現した点が
評価されています。
また、従来では窒化物や硫化物でしか得られなかった赤色を
マンガンを発色源とする酸化物系で実現し、着色材料分野に
おいて注目を集めています。
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さらに、着色顔料に加え、日焼け止めへの応用を目指した新しい紫外
線カット顔料の合成や、生体深部を可視化するバイオイメージング用
の近赤外発光蛍光顔料の合成研究も行っています。

このように、当研究室では色材、紫外線遮断材、蛍光体など、様々な
無機機能性顔料の合成を行っており、産業界との連携を積極的に行っ
ています。

GdPO4: Nd3+蛍光顔料のコアシェル化による近赤外発光増大 新しい酸化亜鉛系紫外線遮断顔料

Ca2Mn0.77Ti0.15Zn0.08O3.92

マンガン、カルシウム、チタンで構成される複合酸化
物が、黒色を呈するにも関わらず特異的に赤外線を反
射し、ヒートアイランド現象を緩和することが確認さ
れました。さらに、この黒色遮熱顔料に亜鉛を追加す
ることにより、黒色度と遮熱性能を同時に改善できる
ことを明らかにしました。
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